
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「学校教育目標」と「令和４年度重点目標」に向けて 

思いやりがあり、他と優しいかかわり合いができる心の育成 

何事にも粘り強く立ち向かう心の育成 

互いの良さを認め合い、生かしていく人間関係の構築 

自発的・自治的な活動を通して、積極的な社会参画意識の醸成 

健康の保持増進と体力の向上を目指す 

生涯にわたって豊かなスポーツライフの実現を目指す 

生涯を通じて心身の健康の保持・増進を目指すとともに、疾病のリスク

の軽減や生活の質の向上、健康を支える環境づくりを目指す 

確かな学力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業改善、指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働 

 ・校内研究会の充実 ・地域や家庭、関係機関との連携・協働 

 ・いじめ防止基本方針の策定 

 ・避難訓練の定期的な実施と工夫改善 

 ・計画的な安全点検 

（学校運営協議会制度） 

・メール配信やホームページ等を活用した学校情報

の公開 ・各種行事を通した地域・家庭との連携  

・学校公開の充実 ・校区小学校との連携 

☆自ら考え、学び、自他の良さに気付く生徒  ☆自らの考え・主張を自分の言葉で伝えられる生徒 

☆お互いに認め合い、助け合う生徒       ☆将来の夢や希望を持ち、自主的にその実現のために努力できる生徒 

 

 

目指す 

生徒像 

重点目標 ☆よさに気付く力(創造) ☆伝える力（発信） ☆関わる力（協働） ☆挑戦し、やり抜く力（挑戦） 

 

〇教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成  

・教育課程全体で育成したい資質・能力が高まっ

ていくように各教科の授業における学習過程を工

夫する 

・各教科での「見方・考え方」を全教職員で共通

理解し、各教科等の単元で身に付けた資質・能力

が一層汎用的な力として磨かれていくよう、単元

間や学年間、教科間といった縦・横のつながりを

意識した指導計画を立てる 

 

〇特別な支援・配慮を必要とする子ども

への指導  

・全教職員がＰＢＳを理解し、望ましい

行動に注目し、ほめる・認める・励ま

すを繰り返すことで、望ましい行動を

増やす。『心理的安全性の確保』 


